
でした｡家から樫柳とうどの実と柿を持Dてい9て生けて見ていただきました｡その時家元は ｢こ

れにはいけばなの心がある,_.今晩はこの作品を肴にしてお酒をのもう｣と言われました｡きDとこの､

事はいつTiでも私の支えにをbそうです｡

今年の新年会で今一番おはををいけていて因ることという質問を受けました｡レヽけば夜はこわvl

ほどその^が出ます｡たとえ立場は生徒であっても,技術的には未熟であDても何 とも言えず良い

いけば夜がいけられているのを見る時, この道の速さを想いますOやさしいおはを,楽しいおはも

まろやかなおは充,をどやか夜おはを,相手を受入れるお花｡今す ぐとは言高ませんが誠実をだけ

の私のおは夜がもう一息唱いたいと思 うのです｡たとえ声は小さく低くともをるべくよい声で｡

これまで田口先生というよき師に恵まれ,数多くのよき弟子に患Tiれて順調を道を歩ませていた

だきました｡今後は一層きびしい試練の道でしょう｡私の生活の中でいけばをの占める割合が大き

く在ったD,J､さく覆ったbその時 で々変化するでしょうが,その時その時で精一杯の努力をしたい

と思,ています｡

いけば夜の魅力は伺ですかと聞かれたら rTiあー庭をさDてどらんをさい｣としか言えませんゝ

いけば夜と私 との出合い,人生にはふしぎを道が開けるものです. (7回隼)

仲人のとしごと暮す日々

土 橋 香 奈子

むかし,式先年が ｢女子の学校は弟子が育たをいからつずらをhですよ｡｣と嘆いていらした｡

学問を志す と思いきや,卒業すれ喋,ほいほい結婚して,地理学 よさよう走ら, というのでは-云

｡々傍らで渡辺先生が ｢レーヤ,女はおヨメさんにをDて子供を産まをきゃいけませんよ｡｣と学問

よDも女の道を説いていらした｡

以来十年,渡辺先生の感化がよb強か ったのかどうか,四才をかしらに四^の子持ちとをDて,

お茶の水地理の編集委員からも,学術論文に非ずして,■子供 との明け暮れ ●を所望される身と相在

った｡一時代前夜らば,四人の子供をど当b前, とい うよbむしろ少をいぐらい夜のに,少数精鋭

主義の昨今では,近隣の注目を浴びて,大いに羨ましがられ,内心は呆れられ, ｢もう少しの辛抱

だからしっかbLをさいよ｡｣と励まされ,幾人かには, ｢お宅はカトリックですか｡｣と尋ねら

れ,さらには, ｢家族計画の御相談に参 bました｡｣と何やらの押売 Dのおばさんまで登場するに

及んで,hDたい肩身が広いのわ 狭いのかこの混乱 した頭では判断がつきかねる状態 とをDた｡

子供は四才,三才,もうじき二才,それに八 ケ月の赤ン坊で,年が接近しているため長 く遊びも
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するが,騒ぎもまたひどい｡一番追われるような思いをするのは食事の時で,上の二^はどうにか

こぼさず食べられるが,三番目は-^で食べたがるくせに食卓や床にhDばいこぼし,その足元-

赤ン坊が自分も食べたいとキ1キ1云いをが ら這Dて来る｡そこで私は,自分の食事を取Dをが ら

上二^におかずを文句の出をいよう公平に取 ってやD.三番目のこぼしたのを捨Dて手や食卓を拭

いてやD,赤ン坊にごほんを食べさせるわけで,何だかいつも食べた気がLをい｡

その次に うんざbする時は寝かせる前で,まず部屋一面に散 らかっているガラククを箱に片づけ

させる. といっても夜か夜かラチがあかをいので,私も｢緒にをDて投げ込む｡これを怠ると布団

の下に榎木があったbして良く眠れ夜い｡布団を敷くとそれとばDかDに布団の上で三人跳ねまわ

るので,叱bつけをがら寝間着に着がえさせるが,その時二番目の子は夜か濠かボタンがはずせ夜

い.だからといって, うっかbはず してや ってLTiお うものそら, ｢一人でする～｣とひDくb返 D

て怒る｡又,三番目のに先に寝間着を着せてやDても,二人が裸で飛びまわっていたbすると,マ

ネしたくて又さっさと脱いでしまう｡さらに,夜中の洪水を避けるために ト1レやオマルに追いや

るが,そのすきに夕刊をど読んでいたbすると,赤ン坊がオマルにつかずD立ちをしようとして,

オマJL,もろともひっく射かえったbするので油断は出来をV,｡早 く寝かせて自由の身に夜bたいと,

自然恐い顔にをDて取b押えていると,横で主^が, ｢このごろ,だんだんアサ1さんに似て来た

ねえ｡｣と,いつかテレビで見た名古屋動物園のゴリラ調教師を思い出している｡■うちのゴリラ ■

共帆 生意気千万で,ろくに口のさけをい三番目すら ｢17｣だけはは Dきb云 うので,動物園の

ゴ1)ラよb程度が悪いが, もDとも四^そろ Dて眠 Dてしまえば,こちらもやれやれと山上憶良の

心境に在る｡だからこそ,毎日同じことを飽きもせず繰 D返 していられるのかも知れをい｡

(9回生 )

ニ ュー ジ ャー ジー 便.り

稲 村 ふ み

5月末に渡米して, もう間も浸く5ケ月にをbます｡着いた5日目の復活祭には,50年ぶblとか

の大雪で驚きましたが,今はあたb一面緑につつまれておbます｡

私の住む-A-ジギージーは, というよb私 どもの住んでいるあた17は,ニュージ1-ジー州の

東部でマン- ヅタンのす ぐ近くです｡マン- ッタンのア ップタウンの.ジ ョージワシン トン橋から,

ハイクエ1を車で5分のところです｡マン-ックyはビルと人の波ですが- ドノン川をわたると緑

の世界で,ごく一般的をアメリカ^の小ぢんまbした家屋が,おもちゃのように建 Dています｡あた
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